
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受け継いだ思いを胸に、未来へ走る 

中山観光自動車 若手運転士・本橋巧さん（３１歳）が 8 月 4 日付の茨城新聞に掲載されました。 

平成２９年、２２歳の若さで入社した本橋さん 

入社当時は、道を覚えることから始まり、梯団走行の走り方、観光バスならではの知識や技術など、 

先輩方から一つひとつ教わる毎日でした。 

「観光バスのいろは」を学びながら経験を重ね、気が付けば入社から９年。 

 

昨年１２月には１２列シートの新車を任され、ツアーをはじめ、さまざまな乗務で 

活躍しています。 

憧れから始まったバス運転士への道。 

先輩から受け継いだ技術と想いを胸に、今では後に続く若い世代への良き存在へ… 

 

安全を第一に、一つひとつの旅を大切に… 

今日もハンドルの先にある、お客様の笑顔を目指して走ります。 
憧れのハンドルを 未来の力へ 

８月２２日（土）、茨城県バス協会主催の「バス運転体験＆会社説明会」が 

水戸トラック総合会館で開催され、県内外から４３名が参加しました。 

普段は座ることのできない運転席に座り、バスの大きさや運転の魅力を体験。 

会社説明や車両見学などを通して、バス運転士という仕事に触れていただきました。 

大きなバスを動かす仕事だからこそ、そこには責任と誇りがあります。 

そして、旅を楽しみに待つお客様の笑顔に出会える、かけがえのない仕事でもあります 

 

 

 

先輩から後輩へ… 受け継がれていく技術と想い 

バス運転体験で、ハンドルに触れた皆さんの中から、いつの日か、多くの 

若者が観光バスの担い手となって活躍してくれることを願っています。 


